
『
文
学
界
』
(
果
芳
閣
)
新
出
資
料
と
井
伏
鱒
二
繁
芳
閣
勤
務
時
代

は
じ
め
に

井
伏
鱒
二
が
勤
務
し
て
い
た
衆
芳
闇
の
主
力
雑
誌
『
文
学
界
』
は
、
国
立
国

会
図
番
館
・
日
本
近
代
文
学
館
に
架
蔵
の
計
十
号
分
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ(-)

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
先
に
「
『
文
学
界
』
(
衆
芳
閣
)
細
目
稿
」
を
発
表
し
た
の

だ
が
、
阪
本
幸
男
氏
か
ら
'
両
館
で
欠
号
と
な
っ
て
い
る
『
文
学
界
」
が
三
重

県
立
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
旨
の
お
知
ら
せ
を
頂
戴
し
た
。
三
重
県
の
歌

い

ん

だ

人
・
印
田
巨
鳥
の
旧
蔵
書
が
三
重
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
先

に
現
物
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
r
文
学
界
』
三
冊
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
O

甘
利
多
子
「
印
田
巨
鳥
-
親
愛
な
る
尊
父
で
慈
父
」
(
『
芸
術
三
重
』
第

三
十
八
号
、
一
九
八
八
年
九
月
二
十
五
日
)
の
紹
介
を
借
り
れ
ば
'
印
田
巨
鳥

(
本
名
・
恵
助
、
一
八
九
四
年
十
二
月
十
四
日
～
一
九
七
九
年
三
月
四
日
)
は
'

「
橋
田
東
声
系
の
歌
人
。
記
紀
、
万
葉
、
そ
の
他
多
-
の
古
代
文
学
を
究
む
。

考
古
学
者
。
」
で
'
地
元
の
歌
謡
書
心
支
浪
』
、
『
覇
王
樹
』
(
三
重
支
社
)
な
ど

に
関
わ
り
が
深
か
っ
た
と
い
う
。
橋
田
東
声
は
十
回
近
-
『
文
学
界
』
に
寄
稿

L
へ
著
書
『
評
釈
万
葉
集
傑
作
選
』
(
大
正
十
四
年
六
月
)
も
東
芳
闇
か
ら
出

し
て
い
る
。
そ
の
縁
で
巨
鳥
も
『
文
学
界
』
へ
寄
稿
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
の
三
冊
と
は
、
大
正
十
三
年
十
月
創
刊
号
へ
大
正
十
四
年
八
月
第

二
巻
第
八
号
、
大
正
十
四
年
十
月
第
二
巻
第
十
号
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
詳
細
に

前

日

貞

昭

m

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
発
表
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
へ
そ
の
三
冊
か
ら
得
ら
れ

B

た
情
報
を
も
と
に
、
前
稿
を
補
訂
し
て
井
伏
の
最
初
の
衆
芳
閣
退
社
時
期
の
仮

説
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
(
自
伝
)
的
作
品
の
資
料
的
問
題
に
も
触
れ
た
い
。

I
.
創
刊
号
を
資
料
と
し
て

『
a
<
'
2
Q
<
%
』
(
ダ
ム
ダ
ム
)
創
刊
号
(
大
正
十
三
年
十
月
十
日
)

に
掲
載
さ
れ
た
広
告
へ
『
読
売
新
聞
』
大
正
十
三
年
九
月
二
十
一
日
発
行
第

一
七
〇
六
七
号
掲
載
「
よ
み
う
り
抄
」
に
拠
っ
て
'
『
文
学
界
』
創
刊
号
の
実

際
の
発
売
日
を
九
月
二
十
日
と
し
へ
こ
の
実
売
日
か
ら
逆
算
し
て
印
刷
納
本
日

を
「
九
月
十
五
日
」
と
推
測
し
て
い
た
の
だ
が
へ
こ
の
印
刷
納
本
日
付
を
現
物

に
即
し
て
改
め
て
お
き
た
い
。

創
刊
号
奥
付
に
は
'
「
大
正
十
三
年
九
月
廿
八
日
印
刷
」
「
大
正
十
三
年
十
月

l
日
発
行
」
と
あ
る
。
三
重
県
立
図
書
館
架
蔵
本
は
表
紙
(
表
紙
の
一
)
・
裏

表
紙
(
表
紙
の
四
)
を
欠
き
'
そ
こ
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
印
刷
納
本
日
・

発
行
日
に
関
わ
る
法
定
文
字
が
見
ら
れ
な
い
が
、
発
行
日
の
三
日
前
の
納
本
と

い
う
出
版
法
の
規
定
に
沿
う
よ
う
に
「
十
月
一
日
」
か
ら
遡
っ
て
「
九
月
廿
八

日
」
を
形
式
的
に
印
刷
日
と
し
た
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
だ
。

奥
付
等
に
印
刷
さ
れ
た
発
行
日
付
・
印
刷
納
本
日
付
は
形
式
的
な
も
の
に
過

ぎ
ず
、
内
務
省
へ
の
納
本
と
取
次
店
へ
搬
入
す
る
ま
で
の
間
に
規
定
の
期
間
を



U
a

置
け
ば
よ
い
と
い
う
の
が
'
当
時
の
出
版
法
の
運
用
実
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
な
運
用
実
態
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
実
際
の
発
売
日
に
関
し
て
は
'
広

告
や
新
聞
記
事
の
方
が
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

井
伏
が
創
刊
に
関
わ
っ
た
衆
芳
閣
発
行
『
趣
味
と
科
学
』
の
創
刊
が
予
定
よ

り
も
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
こ
と
は
前
稿
で
も
触
れ
た
が
'
『
文
学
界
』
も
同
様

で
あ
っ
た
よ
う
だ
O
『
文
学
界
』
創
刊
号
編
輯
後
記
に
相
当
す
る
「
編
輯
余
録
」

冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

□
初
号
を
九
月
7
日
に
創
刊
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
投
書
作
品
を
な
る
べ

く
多
-
載
せ
た
か
っ
た
の
で
そ
の
選
の
た
め
に
約
半
月
遅
れ
た
。
寄
稿
を

し
て
下
す
つ
た
諸
氏
及
び
多
-
の
愛
読
者
諸
子
へ
深
-
お
詫
び
を
申
上
げ
る
。

こ
の
「
九
月
一
日
」
が
実
売
日
を
指
す
の
か
'
表
示
発
行
日
付
を
指
す
の
か
不

明
で
あ
る
が
、
創
刊
号
が
九
月
二
十
日
に
売
り
出
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
最
初
の

予
定
で
は
発
行
日
が
「
大
正
十
三
年
九
月
l
日
」
と
表
示
さ
れ
'
実
売
も
そ
の

表
示
発
行
日
に
近
い
と
こ
ろ
を
企
図
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

井
伏
衆
芳
閣
入
社
に
関
わ
る
こ
と
で
へ
こ
の
創
刊
号
に
拠
っ
て
指
摘
し
て
お

-
べ
き
は
、
六
十
三
貢
掲
載
「
毎
号
/
懸
賞
募
集
規
定
」
欄
末
尾
に
「
編
輯
局

厳
選
/
責
任
者
」
と
し
て
高
梨
直
郎
、
松
本
清
太
郎
へ
足
立
欽
1
の
順
で
選
者

の
三
人
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
宵
島
俊
吉
の
名
前
が
欠
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勝
承
夫
が
宵
島
俊
吉
の
筆
名
で
加
え
ら
れ
る
の
は
、
次

の
大
正
十
三
年
十
一
月
第
一
巻
第
二
号
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
創
刊
号
の
懸
賞
募
集
規
定
原
稿
の
印
刷
所
入
稿
あ
る
い
は
校

正
の
時
点
で
は
'
宵
島
を
「
文
学
界
編
輯
局
」
に
は
迎
え
入
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
o
お
そ
ら
-
、
宵
島
が
『
文
学
界
』
編
韓
に
携
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
衆
芳
闇
に
も
入
社
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

ラ
.
宵
島
と
井
伏
は
同
時
に
緊
芳
闇
に
入
社
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
、

井
伏
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
衆
芳
闇
に
入
社
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
へ
も
う
7
つ
の
井
伏
(
あ
る
い
は
宵
島
)
緊
芳
闇
入
社
に
関
す
る

情
報
が
、
創
刊
号
口
絵
写
真
に
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
目
次
に
「
新
進
作
家
の
悌
/

文
学
界
編
輯
部
員
/
(
口
絵
二
頁
)
」
と
あ
る
の
が
'
そ
れ
だ
。
し
か
し
、
該

当
貢
に
は
口
絵
の
一
貫
目
(
新
進
作
家
の
悌
)
と
同
じ
も
の
が
上
下
逆
転
し
て

印
刷
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
文
学
界
編
輯
部
員
の
写
真
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

口
絵
写
真
は
措
い
て
も
、
早
-
て
懸
賞
募
集
規
定
原
稿
印
刷
所
入
稿
時
点
'

過
-
て
も
そ
の
校
了
時
点
(
校
了
日
は
最
大
限
遅
-
見
つ
も
っ
て
も
、
九
月

十
五
日
前
後
だ
ろ
う
)
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
過
ぎ
て
か
ら
へ
宵
島
・
井
伏
が
罪

芳
闇
に
入
社
し
た
こ
と
が
'
『
文
学
界
』
創
刊
号
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
前
稿
で
引
い
た
、

▲
宵
島
俊
吉
氏
井
伏
鱒
二
氏
と
共
に
衆
芳
闇
に
入
り
十
一
月
創
刊
の

「
趣
味
と
科
学
」
の
編
韓
に
従
事
す
る

と
い
う
『
読
売
新
聞
』
大
正
十
三
年
九
月
二
十
日
発
行
第
一
七
〇
六
六
号
第
四

面
掲
載
「
よ
み
う
り
抄
」
記
事
が
あ
る
の
で
へ
こ
の
記
事
掲
載
の
九
月
二
十
日

前
後
に
井
伏
が
'
宵
島
と
共
に
衆
芳
闇
に
入
社
し
た
と
見
た
前
稿
に
お
け
る
推

測
は
動
か
さ
な
-
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
兼
芳
園
側
に
立
っ
て
み
れ
ば
'
予
定
よ
り
遅
れ
た
『
文
学
界
』
を
よ

う
や
-
発
刊
L
へ
次
い
で
、
も
う
一
つ
の
新
し
い
雑
誌
『
趣
味
と
科
学
』
創
刊

準
備
の
た
め
に
、
新
進
詩
人
で
数
え
年
二
十
三
歳
の
宵
島
、
『
父
の
罪
』
の
翻

訳
一
冊
を
出
し
た
ば
か
り
の
二
十
七
歳
の
井
伏
を
雇
い
入
れ
た
と
い
う
事
情
で

あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。



二
'
「
乳
母
車
」
の
掲
載

新
た
に
披
見
で
き
た
『
文
学
界
』
三
号
分
の
内
へ
井
伏
書
誌
研
究
で
注
目
す

る
べ
き
は
大
正
十
四
年
八
月
第
二
巻
第
八
号
に
井
伏
鱒
二
「
乳
母
車
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
乳
母
車
」
と
い
う
標
題
を
持
つ
井
伏
作
品
が
実

際
に
確
認
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
へ
新
発
見
の
作

品
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

井
伏
の
幼
い
頃
の
記
憶
に
巷
材
を
得
た
ら
し
い
こ
の
作
品
は
、
従
来
、
『
不

同
調
』
昭
和
二
年
二
月
新
人
号
第
四
巻
第
二
号
に
発
表
さ
れ
た
「
歪
な
る
図
案
」

と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

井
伏
は
「
完
結
し
な
い
月
な
み
な
生
活
」
(
『
文
芸
通
信
』
昭
和
九
年
7
月
)

で
は
t
r
不
同
調
」
に
「
乳
母
車
」
の
標
題
で
小
品
を
書
い
た
と
記
し
て
い
た

の
だ
が
(
新
全
集
第
四
巻
三
二
六
貢
O
以
下
'
井
伏
文
の
引
用
は
新
全
集
に
拠

り
'
掲
載
巻
と
頁
を
附
す
)
、
そ
の
後
、
「
錐
肋
集
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
昭
和

十
一
年
五
月
～
十
二
月
)
連
載
途
中
に
、
標
題
は
「
乳
母
車
」
で
は
な
-
「
歪

な
る
図
案
」
だ
っ
た
と
訂
正
し
た
。
「
難
肋
集
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

不
同
調
の
新
人
号
に
私
が
「
乳
母
車
」
と
い
ふ
短
篇
を
発
表
し
た
と
書
い

a
s

た
の
は
、
「
歪
な
図
案
」
の
ま
ち
が
ひ
で
あ
っ
た
。
子
供
の
と
き
の
私
と

伊
十
と
の
こ
と
を
モ
デ
ル
に
し
て
'
幸
福
の
定
量
と
不
幸
の
定
量
を
代
数

の
方
程
式
で
計
算
し
た
短
篇
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
は
じ
め
「
乳
母
車
」
と

い
ふ
題
を
つ
け
谷
崎
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
不
同
調

社
へ
送
る
際
に
「
歪
な
図
案
」
と
改
題
し
た
。
(
第
六
巻
五
十
三
貢
)

「
歪
な
る
図
案
」
中
で
は
(
乳
母
車
)
を
飾
る
刺
繍
が
作
中
の
モ
チ
ー
フ
に
用

い
ら
れ
、
ま
た
、
「
難
肋
集
」
第
一
章
「
幼
い
と
き
」
冒
頭
で
も
「
子
供
の
と

き
の
私
と
伊
十
と
の
こ
と
」
が
乳
母
車
の
記
憶
と
結
び
つ
け
て
回
想
さ
れ
て
い

る
の
で
(
第
六
巻
六
頁
)
、
井
伏
が
標
題
を
「
乳
母
車
」
と
誤
る
の
も
理
由
の

な
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
著
者
の
訂
正
の
言
葉
は
強
い
。

だ
が
、
「
乳
母
車
」
と
い
う
標
題
の
井
伏
作
品
に
つ
い
て
第
三
者
の
証
言
が

な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
井
伏
の
友
人
・
富
沢
有
為
男
が
「
乳
母
車
」
な
る

作
品
を
実
際
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
征
野
敏
郎
は
'
『
鷲
の
巣
』

大
正
十
五
年
六
月
号
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
富
沢
有
為
男
「
二
人
の
新
人
に
就

い
て
～
坪
田
謙
治
・
井
伏
鱒
二
」
に
触
れ
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
紹
介

(
5
)

し
て
い
る
。す
で
に
こ
の
時
点
で
'
〔
富
沢
は
-
-
前
田
注
〕
井
伏
の
「
岬
の
風
景
」

を
同
人
内
山
惇
一
に
す
す
め
ら
れ
て
読
ん
で
も
い
る
。
〔
中
略
〕
読
ん
だ

の
は
「
今
春
」
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
大
正
十
五
年
八
月
に
掲
載
の
「
岬

の
風
景
」
執
筆
時
点
は
'
か
な
り
に
早
-
な
る
。
さ
ら
に
富
沢
は
、
そ
れ

に
つ
づ
い
て
「
山
椴
魚
」
原
型
の
「
幽
閉
」
も
「
寒
山
拾
得
」
も
「
夜
更

と
梅
の
花
」
も
「
乳
母
車
」
も
読
ん
だ
と
い
う
。

い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
井
伏
「
歪
な
る
図
案
」
掲
載
の
『
不
同
調
』

昭
和
二
年
二
月
号
に
'
富
沢
は
「
再
び
井
伏
鱒
二
に
就
い
て
(
附
へ
秋
山
六
郎

マ
マ

兵
衛
に
与
ふ
)
」
を
寄
せ
、
「
井
伏
は
よ
-
過
去
十
二
年
間
の
不
遇
に
湛
へ
し
か

も
物
す
る
所
の
も
の
大
小
三
十
篇
に
近
い
製
作
が
あ
る
う
ち
『
乳
母
車
』
は

一
三
年
前
の
作
で
あ
っ
て
我
等
は
こ
こ
か
ら
r
人
生
の
相
似
形
』
に
就
い
て
例

へ
ば
霊
妙
な
る
因
縁
の
如
き
も
の
を
可
也
的
確
に
し
か
も
深
-
覗
き
見
る
事
を

ゆ
る
さ
れ
る
様
に
し
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
」
〔
傍
点
、
マ
マ
。
傍
線
は
前
田
。
以

卜
同
様
〕
と
も
書
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。
「
『
人
生
の
相
似
形
』
に
就
い
て
例
へ

ば
霊
妙
な
る
因
縁
の
如
き
も
の
」
な
る
表
現
は
、
『
不
同
調
』
掲
載
の
「
歪
な



る
図
案
」
で
は
な
-
、
改
題
・
改
稿
以
前
の
『
文
学
界
』
発
表
「
乳
母
車
」
に

も
あ
っ
た
末
尾
部
分
を
捉
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

先
に
引
い
た
「
錐
肋
集
」
に
井
伏
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
谷
崎
精
二
に
見
て

も
ら
っ
た
作
品
の
一
つ
だ
と
す
れ
ば
、
書
か
れ
た
時
期
は
、
こ
の
『
文
学
界
』

発
表
よ
り
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
早
い
時
期
に
な
る
し
、
こ
こ
に
措
か
れ
た
(
乳
母

車
)
を
め
ぐ
る
挿
話
は
、
「
不
機
嫌
な
夕
方
(
一
幕
)
」
(
『
雄
邦
日
本
』
第
二
巻

第
五
号
、
昭
和
三
年
五
月
)
や
「
不
機
嫌
な
夕
方
-
芝
居
み
た
い
な
童
話
」

(
『
臆
人
形
』
第
二
巻
第
六
号
'
昭
和
六
年
六
月
)
で
戯
曲
仕
立
て
に
改
稿
さ

れ
へ
ま
た
へ
「
朽
助
の
ゐ
る
谷
間
」
(
『
創
作
月
刊
』
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
四

年
三
月
)
の
一
場
面
と
し
て
も
描
き
込
ま
れ
た
ほ
ど
に
、
井
伏
の
愛
着
濃
い
題

材
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
『
文
学
界
』
以
前
に
何
ら
か
の
形
で
発

表
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
が
、
吉
沢
が
二
つ
の
文
章
で
言
及
す

る
「
乳
母
車
」
も
、
「
再
び
井
伏
鱒
二
に
就
い
て
(
附
、
秋
山
六
郎
兵
衛
に
与

ふ
)
」
で
「
二
三
年
前
の
作
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
文
学
界
』
大
正

十
四
年
八
月
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
し
、

と
り
あ
え
ず
は
「
乳
母
車
」
の
初
出
を
『
文
学
界
』
と
し
へ
そ
れ
が
『
不
同
調
』

掲
載
の
際
に
「
歪
な
る
図
案
」
と
改
題
さ
れ
た
と
し
て
お
き
た
い
。

三
'
大
正
十
四
年
初
頭
の
果
芳
閣
人
事

井
伏
の
襲
芳
閣
時
代
を
精
査
し
た
の
は
松
本
武
夫
「
井
伏
鱒
二
の
「
衆
芳
閣
」

1
-
c
)

勤
務
時
期
」
で
あ
る
し
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
本
稿
も
松
本
の
恩
恵
に
浴
し
て

い
る
の
だ
が
、
そ
の
大
正
十
四
年
の
、

1
月
へ
『
趣
味
と
科
学
』
(
第
7
巻
第
二
号
)
発
行
.
出
版
部
に
移
る
。

四
月
、
衆
芳
闇
を
退
社
す
る
o

と
い
う
記
述
は
'
そ
の
ま
ま
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。

松
本
は
井
伏
「
満
身
療
病
」
(
昭
和
二
十
四
年
十
月
)
に
基
づ
い
て
、
右
の

よ
う
に
大
正
十
四
年
7
月
『
趣
味
と
科
学
』
編
輯
部
か
ら
出
版
部
へ
移
っ
た
と

す
る
の
だ
が
、
「
満
身
療
病
」
を
含
め
て
'
井
伏
作
品
中
の
叙
述
と
周
辺
資
料

と
が
矛
盾
す
る
点
が
少
な
-
な
い
。

『
趣
味
と
科
学
』
編
輯
部
の
人
事
に
つ
い
て
へ
大
正
十
四
年
四
月
第
一
巻
第

四
号
「
編
輯
後
記
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

三
月
号
は
編
輯
者
が
変
っ
た
た
め
に
、
い
ろ
ノ
し
ー
編
輯
上
の
手
落
ち
が
あ

っ
た
り
発
行
日
が
を
-
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
か
ら
は
す
つ
か
り

準
備
も
と
ゝ
の
ひ
ま
し
た
か
ら
、
読
者
諸
君
の
御
期
待
を
う
ら
切
る
や
う

な
こ
と
は
な
い
つ
も
り
で
す
。

『
趣
味
と
科
学
』
の
勝
手
を
知
っ
て
い
た
編
輯
者
が
辞
め
、
新
た
に
不
慣
れ
な

編
輯
者
が
三
月
号
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
三
月
号
編
輯
段
階
で
の

異
動
で
、
そ
の
時
期
は
大
正
十
四
年
7
月
後
半
か
ら
大
正
十
四
年
二
月
頃
ま
で

に
想
定
で
き
る
の
だ
が
、
も
う
少
し
周
辺
事
情
を
探
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
『
趣
味
と
科
学
』
編
輯
担
当
者
は
別
の
部
署
に
移
っ
た
の
か
へ
あ
る

い
は
衆
芳
閣
ま
で
も
辞
め
た
の
か
。
ま
た
、
『
趣
味
と
科
学
』
編
輯
部
は
欠
員

を
社
内
異
動
で
補
充
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
へ
新
た
に
社
外
か
ら
人
を
得
た
の

か
。
『
文
学
界
』
大
正
十
四
年
新
年
号
の
奥
付
上
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
賀
正
/

衆
芳
閣
員
」
と
い
う
年
賀
広
告
は
'
「
足
立
欽
7
/
高
梨
直
郎
/
松
崎
辰
男
/

大
野
元
造
/
松
本
清
太
郎
/
宵
島
俊
吉
/
井
伏
鱒
二
/
岡
田
伊
三
郎
/
斎
藤
咲
/

富
樫
祐
吉
」
以
上
十
名
の
社
員
名
を
掲
げ
て
い
る
。
お
そ
ら
-
'
こ
れ
に
少
年

従
業
員
二
、
三
名
を
加
え
る
規
模
の
緊
芳
闇
で
、
単
に
『
趣
味
と
科
学
』
編
輯

部
の
交
代
で
こ
と
が
終
わ
っ
た
と
は
思
い
に
-
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。



そ
の
よ
う
な
目
で
八
一
九
二
六
年
版
)
『
文
芸
年
鑑
』
(
二
松
堂
書
店
、
大
正

十
五
年
二
月
五
日
)
を
繰
る
と
'
「
文
士
録
」
の
狩
野
鐘
太
郎
・
川
添
利
基
の

項
に
、
関
係
す
る
ら
し
い
記
事
が
出
現
す
る
。
必
要
な
箇
所
を
摘
録
し
て
み
よ
う
。

狩
野
鐘
太
郎
編
輯
人
。
明
治
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
神
田
区
錦
町

三
丁
目
1
に
生
る
C
〔
中
略
〕
今
日
で
は
衆
芳
閣
編
輯
部
に
居
り
ま
す
O

戯
曲
集
『
市
場
へ
工
場
』
で
す
。

川
添
利
基
明
治
三
十
年
二
月
三
日
、
新
潟
県
佐
渡
郡
相
川
町
に
生
る
。

早
稲
田
大
学
、
立
教
大
学
等
に
学
び
、
松
竹
、
東
亜
キ
子
マ
の
脚
本
部
を

経
て
十
四
年
二
月
か
ら
変
芳
閣
編
輯
部
へ
入
っ
た
が
目
下
は
休
養
中
、
先

駆
座
、
創
作
座
、
文
明
劇
場
等
の
演
出
監
督
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
創

作
集
『
凝
視
』
の
他
'
〔
中
略
〕
そ
の
他
映
画
に
関
す
る
翻
訳
著
書
が
数

種

あ

る

。

先

駆

座

同

人

。

〔

太

字

、

前

田

〕

狩
野
の
入
社
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
'
川
添
と
同
じ
大
正
十
四
年
二
月

I
r
・
)

頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
若
い
劇
作
家
を
入
社
さ
せ
た
の
は
自
ら
も

戯
曲
を
書
い
た
衆
芳
閣
社
主
・
足
立
欽
1
の
好
み
で
あ
ろ
う
が
、
衆
芳
闇
で
は
、

大
正
十
三
年
九
月
に
井
伏
・
宵
島
の
新
人
を
雇
い
入
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

井
伏
と
ほ
ぼ
同
年
(
井
伏
は
明
治
三
十
一
年
二
月
十
五
日
生
ま
れ
)
の
二
十
代

後
半
の
新
進
劇
作
家
二
人
を
、
寄
稿
家
か
ら
入
社
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
狩
野
・
川
添
の
入
社
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
『
文
学
界
』
か
ら
は

「
長
詩
」
(
短
歌
・
俳
句
の
短
詩
形
に
対
す
る
語
)
の
選
者
を
務
め
て
い
た
宵
島

俊
吉
の
名
前
が
消
え
る
。
大
正
十
三
年
十
1
月
第
7
巻
第
二
号
か
ら
大
正
十
四

年
二
月
第
二
巻
第
二
号
ま
で
は
、
毎
号
巻
末
に
「
編
輯
局
厳
選
/
責
任
者
/

高
梨
直
郎
、
宵
島
俊
吉
、
松
本
清
太
郎
、
足
立
欽
こ
と
四
名
揃
っ
て
投
稿
選

者
に
名
前
を
並
べ
て
い
た
の
だ
が
'
大
正
十
四
年
三
月
第
二
巻
第
三
号
か
ら
は

選
者
名
を
纏
め
て
列
挙
せ
ず
、
各
欄
に
選
者
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
る
だ
け
に
な

る
。
そ
し
て
、
「
長
詩
」
の
選
に
は
、
宵
島
に
代
わ
っ
て
民
衆
詩
派
の
詩
人

福
田
正
夫
が
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
編
輯
後
記
に
相
当
す
る
「
編
輯

室
か
ら
」
欄
が
こ
の
号
か
ら
創
設
さ
れ
へ
そ
の
署
名
者
と
し
て
狩
野
の
名
前
が

登
場
す
る
。
大
正
十
四
年
三
月
号
か
ら
、
『
文
学
界
』
の
誌
面
構
成
が
多
少
な

り
と
も
変
更
さ
れ
て
-
る
の
だ
。

l
方
、
こ
れ
以
後
、
宵
島
が
『
文
学
界
』
に
登
場
す
る
の
は
、
今
日
確
認
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
'
大
正
十
四
年
十
月
第
二
巻
第
十
号
掲
載
「
社
会
と
文

芸
と
の
交
渉
」
(
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
)
だ
け
で
あ
る
。
創
刊
号
を
除
い
て
『
文

学
界
』
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
社
貞
か
ら
得
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
大
正

十
四
年
十
月
号
段
階
で
は
、
宵
島
は
衆
芳
閣
社
外
の
詩
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

'rL]

た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
へ
大
正
十
四
年
二
月
号
限
り
で
、
衆
芳
閣
社
員

と
し
て
の
宵
島
俊
吉
は
『
文
学
界
』
の
誌
面
か
ら
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
暦
年
に
当
て
は
め
る
と
'
二
月
号
校
了
と
推
定
さ
れ
る
大
正
十
四
年

一
月
下
旬
頃
ま
で
の
宵
島
の
在
社
は
確
認
で
き
る
が
'
三
月
号
校
了
の
大
正

十
四
年
二
月
下
旬
頃
に
至
る
と
衆
芳
閣
関
係
雑
誌
か
ら
は
そ
の
在
社
の
事
実
を

G
J

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
-
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
-
れ
ば
、
『
文
学
界
』
と
『
趣
味
と
科
学
』
両
誌
編
帝
都

で
は
、
大
正
十
四
年
二
月
号
と
大
正
十
四
年
三
月
号
と
の
間
で
、
大
き
な
異
動

が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。

月
号
表
示
の
前
月
末
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
の
号
は
発
売
さ
れ
へ
そ
の
し
ば
ら
-
前

に
編
輯
・
校
正
作
業
は
終
わ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
『
文
学
界
』
で
は
、
社
外
依

頼
原
稿
締
切
を
'
表
示
月
号
の
前
々
月
二
十
日
に
設
定
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
か
ら
原
稿
割
付
・
校
正
な
ど
の
編
輯
作
業
に
入
っ
て
'
表
示
月



号
前
月
半
ば
頃
に
校
了
と
す
れ
ば
'
大
正
十
四
年
一
月
二
十
日
前
後
か
ら
二
月

十
五
日
前
後
ま
で
の
間
に
'
両
誌
編
輯
部
で
人
事
異
動
が
行
な
わ
れ
た
と
見
ら

れ
る
o
川
添
が
前
掲
『
文
芸
年
鑑
)
で
衆
芳
閣
入
社
を
「
二
月
」
と
明
記
し
て

い
る
の
で
'
こ
こ
で
は
'
大
正
十
四
年
二
月
と
い
う
言
い
方
を
し
て
お
こ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
衆
芳
闇
の
主
力
雑
誌
r
文
学
界
』
『
趣
味
と
科
学
』
の
二

誌
の
編
輯
状
況
、
『
文
芸
年
鑑
』
を
検
す
る
と
、
大
正
十
四
年
二
月
頃
に
衆
芳

閣
内
で
は
人
事
異
動
が
あ
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
川
添
・
狩
野
が
二
人
揃
っ

て
入
社
と
す
れ
ば
、
宵
島
・
井
伏
も
退
社
し
た
と
の
推
定
も
で
き
な
-
は
な
い
O

四
も
『
文
学
界
』
掲
載
記
事
と
井
伏
退
社
時
期

そ
れ
で
は
、
宵
島
も
井
伏
も
大
正
十
四
年
二
月
頃
に
緊
芳
闇
を
退
社
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宵
島
の
衆
芳
闇
に
お
け
る
足
跡
は
大
正

十
四
年
二
月
を
限
り
に
消
え
て
し
ま
う
の
だ
が
、
井
伏
に
関
し
て
は
、
断
続
的

に
そ
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
o
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
井
伏
衆
芳
閣
在
社

時
期
に
つ
い
て
、
一
つ
の
推
定
を
可
能
に
す
る
よ
う
だ
。

形
跡
の
1
つ
は
、
『
文
学
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
「
祇
園
島
原
」
定
量
分
析

批
評
」
と
い
う
井
伏
署
名
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
の
存
在
で
あ
る
O
『
文
学
界
』
大
正

十
四
年
七
月
第
二
巻
第
七
号
(
大
正
十
四
年
七
月
一
日
発
行
、
大
正
十
四
年
六

月
二
十
五
日
印
刷
)
「
ゴ
シ
ッ
プ
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
'
本
文
末
尾
に

「
井
伏
生
」
と
署
名
が
あ
る
。
足
立
欽
1
「
須
藤
鐘
1
氏
の
た
め
に
耕
ず
」

:

・

t

-

〔
目
次
で
は
「
須
藤
鐘
1
君
の
た
め
に
桝
ず
」
と
あ
る
〕
の
末
尾
余
白
に
'
波

ケ
イ
で
囲
ん
で
配
さ
れ
た
コ
ラ
ム
で
'
目
次
に
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容

は
、
大
正
十
四
年
四
月
十
七
日
発
行
の
松
本
清
太
郎
『
祇
園
島
原
』
の
批
評
で
、

『
祇
園
島
原
』
を
「
女
ご
こ
ろ
涙
の
意
気
地
三
七
・
五
瓦
」
な
ど
と
薬
品
の

成
分
分
析
を
真
似
た
茶
化
し
半
分
の
文
章
で
'
真
っ
向
か
ら
批
評
し
た
も
の
で

は
な
い
。
手
早
-
書
い
て
み
せ
た
と
い
う
気
配
が
濃
厚
な
短
文
で
あ
る
。

他
の
号
を
見
る
と
'
「
ゴ
シ
ッ
プ
」
欄
や
そ
の
他
コ
ラ
ム
記
事
は
、
目
次
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
こ
の
井
伏
文
が

目
次
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
目
次
原
稿
が
完
成
し
た
後
へ

余
白
を
埋
め
る
べ
-
こ
の
コ
ラ
ム
が
加
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
予
定
原
稿

が
組
上
が
っ
た
後
に
(
お
そ
ら
-
初
校
段
階
で
)
、
井
伏
文
が
執
筆
さ
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
臨
機
応
変
の
対
処
が
可
能
な
の
は
、
井
伏
が
衆

芳
闇
に
在
社
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
う
す
る
と
へ

大
正
十
四
年
六
月
中
旬
頃
に
は
、
井
伏
が
衆
芳
闇
に
在
社
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
目
次
原
稿
と
の
関
連
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
を

六
月
下
旬
ま
で
引
き
下
げ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
「
乳
母
車
」
の
掲
載
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
正
十
四

年
八
月
号
に
井
伏
は
「
乳
母
車
」
を
発
表
し
て
い
る
。
『
文
学
界
』
で
は
、
社

外
依
頼
原
稿
締
切
を
該
当
月
号
の
前
々
月
二
十
日
と
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
大
正
十
四
年
八
月
号
の
編
輯
状
況
を
直
接
窺
う
手
段
は
な
い
が
、
同
号
で

は
、
唯
1
'
中
村
星
湖
「
川
添
利
基
君
の
『
凝
視
』
」
末
尾
に
「
七
月
八
日
」

の
日
付
が
あ
る
。
脱
稿
日
付
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
七
月

八
日
を
過
ぎ
て
も
八
月
号
に
間
に
合
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
'
成
り
行
き
で
組

ん
だ
と
思
わ
れ
る
中
村
文
と
違
い
(
こ
の
中
村
文
末
尾
に
は
目
次
に
掲
出
さ
れ

て
い
な
い
コ
ラ
ム
が
埋
草
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
)
、
創
作
欄
の
'
し
か
も
、

そ
の
冒
頭
に
配
さ
れ
た
「
乳
母
車
」
は
、
中
村
文
よ
り
も
早
い
時
期
の
入
稿
と

思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
具
体
的
な
日
付
と
し
て
は
表
示
月
号
の
前
々
月
二
十

日
頃
す
な
わ
ち
大
正
十
四
年
六
月
二
十
日
頃
に
は
既
に
編
輯
部
が
「
乳
母
車
」



原
稿
を
手
に
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
無
理
が
な
い
だ
ろ
う
。

前
稿
で
は
、
小
説
で
初
め
て
原
稿
料
を
貰
っ
た
の
は
'
『
不
同
調
』
掲
載
の

「
歪
な
る
図
案
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
衆
芳
閣
発
行
の
『
文

学
界
』
掲
載
井
伏
作
品
は
、
社
内
原
稿
と
し
て
処
理
さ
れ
、
井
伏
は
原
稿
料
を

手
に
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、

「
乳
母
車
」
が
掲
載
さ
れ
た
大
正
十
四
年
八
月
号
編
輯
時
点
に
お
い
て
は
、

井
伏
は
衆
芳
閣
社
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
文
学
界
』
大
正
十
四
年
八
月
号
は
、
井
伏
の
退
社
を
示
唆

す
る
記
事
も
載
せ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
川
添
利
基
「
自
分
で
書
い
た
『
凝
視
』
の
会
の
記
」
で
あ
る
。
六

月
二
十
四
日
に
銀
座
・
キ
タ
ニ
ホ
ン
で
開
催
さ
れ
た
川
添
著
『
凝
視
』
の
出
版

記
念
会
の
記
事
で
、
末
尾
に
出
席
者
三
十
八
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
狩
野

鐘
太
郎
・
高
梨
直
郎
・
足
立
欽
l
・
岡
田
伊
三
郎
・
松
本
清
太
郎
と
い
っ
た
東

芳
閣
社
員
の
名
前
が
あ
る
の
だ
が
、
井
伏
の
名
前
は
欠
け
て
い
る
。

衆
芳
閣
内
で
は
旧
来
の
松
本
清
太
郎
グ
ル
ー
プ
と
対
立
す
る
気
味
の
あ
る
、

大
正
十
四
年
入
社
グ
ル
ー
プ
の
川
添
利
基
に
井
伏
は
近
か
っ
た
は
ず
で
'
在
社

し
て
い
れ
ば
'
井
伏
が
こ
の
出
版
記
念
会
に
出
席
す
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
O
こ
の
欠
席
を
、
衆
芳
闇
と
の
関
係
に
直
ち
に
結
び
つ
け
る
の
は
危

う
い
が
'
こ
れ
だ
け
で
は
な
-
'
井
伏
の
出
席
が
期
待
さ
れ
る
、
も
う
一
つ
の

会
合
に
も
井
伏
の
名
前
が
な
い
こ
と
が
重
な
る
と
、
早
計
と
は
い
え
ま
い
。

同
じ
号
に
'
八
月
二
日
開
催
予
定
の
文
学
界
読
者
大
会
記
事
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
「
読
者
大
会
出
席
諸
家
【
予
定
】
」
'
(
ノ
ン
ブ
ル
は
な
い
が
六
十
八
貢
に

相
当
)
と
い
う
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
今
言
っ
た
も
う
一
つ
の

会
合
だ
。
そ
こ
に
も
、
井
伏
の
名
前
が
見
え
な
い
o
衆
芳
閣
社
員
と
し
て
は
、

高
梨
直
郎
・
足
立
欽
一
・
川
添
利
基
・
松
本
清
太
郎
・
岡
田
伊
三
郎
ら
の
名
前

が
見
え
る
の
だ
が
、
同
格
に
並
べ
て
も
よ
い
井
伏
が
い
な
い
。
同
じ
貢
に
は

「
大
会
当
日
銭
引
に
よ
り
差
上
る
書
籍
名
の
1
部
」
に
井
伏
訳
の
「
ズ
ウ
デ
ル

マ
ン
・
父
の
罪
」
を
掲
げ
(
た
だ
し
へ
こ
こ
で
は
訳
者
で
あ
る
井
伏
の
名
前
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い
)
、
し
か
も
、
同
号
の
創
作
欄
冒
頭
に
井
伏
「
乳
母
車
」

を
掲
載
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
井
伏
が
出
席
予
定
者
と
し
て
名
前
が
掲
げ
ら
れ

て
も
よ
い
。
そ
う
す
る
と
へ
こ
の
大
正
十
四
年
八
月
号
の
記
事
「
読
者
大
会
出

席
諸
家
【
予
定
】
」
原
稿
入
稿
時
点
で
は
、
井
伏
は
退
社
し
て
い
た
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
記
事
の
入
稿
時
期
と
し
て
は
'
早
け
れ
ば
六

月
末
、
遅
け
れ
ば
校
了
寸
前
と
い
う
時
点
(
七
月
中
旬
頃
か
)
が
想
定
で
き
る
。

「
「
祇
園
島
原
」
定
量
分
析
批
評
」
執
筆
・
掲
載
事
情
を
推
察
す
る
と
大
正

十
四
年
六
月
中
旬
(
あ
る
い
は
下
旬
)
頃
の
在
社
が
推
測
さ
れ
、
「
乳
母
車
」

の
八
月
号
掲
載
は
六
月
二
十
日
頃
の
在
社
を
示
す
。
他
方
、
『
凝
視
』
出
版
記

念
会
欠
席
は
そ
の
開
催
日
で
あ
る
六
月
二
十
四
日
時
点
で
の
不
在
、
文
学
界
愛

読
者
大
会
出
席
予
定
者
に
欠
け
る
こ
と
は
同
記
事
原
稿
入
稿
時
点
で
の
不
在
を

示
唆
す
る
。
-
こ
れ
ら
を
重
ね
て
、
あ
え
て
区
切
り
の
よ
い
日
に
特
定
し
た

言
い
方
を
す
る
と
へ
大
正
十
四
年
六
月
二
十
日
前
後
に
へ
井
伏
は
一
度
目
の
退

社
を
し
た
と
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
大
正
十
四
年
七
月
二
十
四

日
に
開
か
れ
た
狩
野
鐘
太
郎
の
出
版
記
念
会
「
表
現
派
戯
曲
集
『
市
場
・
工
場
』

の
会
」
に
も
井
伏
は
参
加
し
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
(
『
読
売
新
聞
』
七
月

二
十
七
日
発
行
第
一
七
三
七
五
号
第
四
面
)
0

五
'
井
伏
作
品
と
(
事
実
)

果
芳
閣
勤
務
時
代
を
回
顧
し
た
井
伏
作
品
の
主
な
も
の
に
、
「
完
結
し
な
い



月
な
み
な
生
活
」
(
昭
和
九
年
1
月
)
、
「
習
作
時
代
」
(
昭
和
十
年
二
月
)
、
「
雑

肋
集
」
(
昭
和
十
一
年
五
月
～
十
二
月
)
、
「
満
身
療
病
」
(
昭
和
二
十
四
年
十
月
)

が
あ
り
、
「
奥
付
け
の
な
い
本
」
(
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
)
へ
「
半
生
記
」
(
昭
和

四
十
五
年
十
一
月
～
十
二
月
)
で
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
言
及
回
数
は

多
い
の
だ
が
'
勤
務
期
間
に
し
て
も
、
五
箇
月
間
と
書
い
た
も
の
か
ら
十
箇
月

間
の
勤
務
と
す
る
も
の
ま
で
、
内
容
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

衆
芳
閣
勤
務
時
代
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
語
っ
て
い
る
の
は
、
『
新
潮
』
昭
和

二
十
四
年
十
月
秋
季
小
説
特
集
号
に
創
作
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
満
身
病
癖
」

(
目
次
で
は
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
)
で
あ
る
。
井
伏
自
身
は
、
「
こ
の
中
に

出
て
-
る
「
流
る
る
ま
ま
に
」
の
女
史
と
い
う
の
は
、
山
田
順
子
の
こ
と
で
あ

る
。
最
近
野
口
富
士
男
氏
が
「
徳
田
秋
声
伝
」
を
十
五
年
も
か
か
っ
て
書
き
上

げ
た
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き
伝
記
の
t
l
貢
分
-
ら
い
の
何
と
か
幕
に
は
な
る

(S)

か
も
知
れ
な
い
。
」
と
語
っ
て
い
る
。
作
中
の
『
流
れ
流
れ
て
』
が
『
流
る
る

ま
ま
に
』
と
い
う
実
在
す
る
書
物
の
参
照
を
要
求
し
て
い
る
ご
と
-
、
匿
名
・

変
名
・
実
名
を
取
り
混
ぜ
へ
井
伏
の
衆
芳
閣
勤
務
時
代
を
基
本
的
参
照
枠
と
し

て
援
用
し
て
い
る
の
が
'
「
満
身
療
病
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず

は
言
っ
て
お
こ
う
。
し
か
し
へ
こ
の
(
小
説
特
集
号
)
の
創
作
欄
に
発
表
さ
れ

た
「
満
身
療
病
」
の
叙
述
を
、
そ
っ
-
り
(
事
実
)
と
し
て
受
け
取
っ
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
「
満
身
療
病
」
で
は
'
時
間
系
を
厳
密
に
追
う
叙
述
は
な
さ
れ

な
い
。
挿
話
同
士
の
内
容
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
叙
述
が
な
さ
れ
て
、
時
間
の
先

後
関
係
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
o
そ
の
た
め
同
一
の
(
事
実
)
に
つ
い
て

の
叙
述
が
二
度
、
三
度
と
作
中
に
登
場
す
る
。
ま
ず
冒
頭
近
-
に
こ
う
あ
る
。

か
つ
て
私
は
'
S
と
い
ふ
出
版
社
に
前
後
五
箇
月
あ
ま
り
勤
め
た
こ
と

を
し
で
か
し
て
退
社
し
た
。
出
版
担
当
を
云
ひ
つ
け
ら
れ
、
自
分
の
手
で

三
冊
日
の
本
を
出
し
た
と
き
'
奥
附
を
つ
け
る
の
を
忘
れ
て
ゐ
た
。
〔
中

略
〕
私
は
体
裁
が
悪
-
'
そ
の
他
の
事
情
も
手
伝
っ
て
、
神
経
衰
弱
だ
と

云
っ
て
退
社
し
た
が
へ
半
月
〔
旧
版
全
集
で
は
「
一
箇
月
」
〕
ば
か
り
た

っ
て
S
社
へ
遊
び
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
そ
の
日
か
ら
ま
た
勤
め
る
こ
と
と

し
た
。
一
箇
月
ほ
ど
勤
め
、
今
度
は
実
際
の
矧
楓
蘭
矧
に
な
っ
て
退
社
し

た

。

(

第

十

三

巻

二

九

六

貢

～

二

九

七

頁

)

が
あ
る
。
は
じ
め
四
箇
月
あ
ま
り
勤
め
、
非
常
に
赤
面
す
る
や
う
な
こ
と

そ
し
て
へ
再
度
へ
次
の
よ
う
な
叙
述
で
触
れ
る
。
「
宵
島
君
が
社
を
止
し
た
後
へ

二
三
日
外
泊
し
て
ゐ
た
A
氏
〔
衆
芳
閣
社
主
足
立
欽
二
か
ら
、
出
社
中
の
私

に
電
話
を
か
け
て
来
た
。
お
金
を
会
計
か
ら
受
取
っ
て
、
白
山
の
何
々
と
い
ふ

お
茶
屋
ま
で
届
け
て
-
れ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
」
と
あ
っ
て
、
同
席
し
て
い
た
、

岡
耳
子
〔
作
中
の
山
田
順
子
〕
に
会
う
。
作
中
の
「
私
」
は
、
岡
が
席
を
外
し

た
折
り
に
、
A
氏
〔
衆
芳
閣
社
主
足
立
欽
二
に
向
か
っ
て
、

「
あ
の
婦
人
は
、
竹
久
夢
二
に
会
っ
て
、
い
つ
も
そ
の
足
で
社
に
訪
ね
て

来
る
ん
で
せ
う
。
城
法
君
だ
つ
て
吾
妻
君
だ
つ
て
'
あ
ん
な
子
供
で
も
、

そ
れ
を
口
惜
し
が
っ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
僕
も
'
や
や
同
感
で
す
。
」

と
言
い
、
席
に
戻
っ
た
女
史
と
次
の
よ
う
な
遣
り
取
り
が
書
か
れ
て
い
る
。

ふ
と
女
史
が
、
私
の
担
当
し
た
「
日
本
幽
囚
実
記
」
の
表
紙
が
拙
い
と
云

っ
た
の
で
、
私
は
云
ひ
返
し
た
。
実
際
は
書
物
の
ツ
カ
に
比
較
し
て
'
背

文
字
の
カ
ナ
バ
ン
が
小
さ
か
っ
た
。
奥
附
も
忘
れ
て
ゐ
た
。
女
史
の
云
ふ

の
が
正
し
か
っ
た
。
だ
が
私
は
、
か
ね
が
ね
女
史
に
対
し
て
胸
に
一
も
つ

が
あ
っ
た
。
ち
っ
と
は
女
史
自
身
も
世
間
の
批
評
を
参
考
に
し
て
、
わ
れ

わ
れ
の
社
へ
あ
ま
り
し
げ
し
げ
出
入
り
し
な
い
や
う
に
し
て
も
ら
ひ
た
い

と
云
っ
た
。
〔
中
略
〕
翌
日
へ
私
は
社
を
休
ん
で
'
一
週
間
ば
か
り
続
け



て
休
ん
だ
後
、
神
経
衰
弱
だ
と
云
っ
て
退
社
し
た
。
(
三
〇
四
貢
)

こ
の
退
社
は
「
入
社
し
て
僅
か
四
箇
月
後
の
こ
と
」
だ
と
し
て
い
る
。
先
の
引

用
中
の
「
そ
の
他
の
事
情
」
が
、
こ
の
岡
〔
山
田
順
子
〕
と
の
経
緯
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

「
満
身
療
病
」
を
信
頼
す
る
限
り
、
こ
の
最
初
の
退
社
時
期
は
、
山
田
順
子

が
足
立
欽
7
か
ら
竹
久
夢
二
に
乗
り
換
え
よ
う
と
し
て
い
た
頃
の
こ
と
に
な
る
。

山
田
順
子
と
徳
田
秋
声
の
関
係
を
調
査
し
た
野
口
富
士
男
は
、
大
正
十
四
年

(
3
)

の
項
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

r

-

:

-

;

・

r

-

○
大
正
十
四
年
秋
声
の
紹
介
に
よ
っ
て
足
立
欣
1
を
識
る
.
四
月
へ
緊

芳
園
か
ら
『
流
る
る
ま
ま
に
』
を
出
版
。
五
月
、
竹
久
夢
二
と
同
棲
、

四
十
日
に
し
て
破
綻
。
七
月
へ
帰
郷
。
帰
省
中
、
再
婚
の
話
あ
り
。

和
田
謹
書
は
、
「
秋
に
再
度
上
京
、
翌
大
正
十
四
年
春
頃
ま
で
に
衆
芳
闇
の
社

長
と
関
係
を
結
び
、
同
年
四
月
に
は
同
社
か
ら
彼
女
の
創
作
が
「
流
る
る
ま
ま

に
」
と
し
て
出
版
に
な
っ
た
。
/
そ
し
て
、
大
正
十
四
年
六
月
十
四
日
の
「
読

売
新
聞
」
ゴ
シ
ッ
プ
欄
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
に
は
そ
の
「
本
の
装
帳
を
夢
二
氏

に
頼
み
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
」
「
拾
年
同
棲
の
夫
人
と
別
れ
」
さ
せ
て

竹
久
夢
二
と
同
棲
生
活
を
始
め
、
「
両
人
の
同
居
は
未
だ
一
月
そ
こ
ノ
＼
に
な

る
か
な
ら
ぬ
か
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
七
月
に

2

は
も
う
別
れ
て
い
た
」
と
す
る
。

「
仮
装
人
物
」
や
山
田
順
子
周
辺
資
料
か
ら
推
し
て
、
五
月
(
六
月
十
四
日

記
事
が
「
一
月
そ
こ
〈
」
と
い
う
の
だ
か
ら
五
月
中
・
下
旬
頃
か
)
へ
夢
二

と
同
棲
を
始
め
た
ら
し
い
。
両
者
の
接
触
は
大
正
十
四
年
二
月
下
旬
に
は
始
ま
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
(
『
流
る
る
ま
ま
に
』
近
刊
予
告
を
含
む
「
緊
芳
閣

出
版
だ
よ
り
(
三
月
)
」
が
「
文
学
界
』
大
正
十
四
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
へ

竹
久
夢
二
装
丁
の
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
)
へ
二
人
の
仲
が
急
速
に
深
ま
っ
た

の
は
大
正
十
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
頃
で
、
五
月
中
旬
・
下
旬
か
ら

同
棲
が
始
ま
り
、
七
月
に
な
る
と
破
綻
を
迎
え
る
、
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

山
田
順
子
『
流
る
る
ま
ま
に
』
奥
付
に
は
、
大
正
十
四
年
三
月
二
十
日
発
行
へ

大
正
十
四
年
三
月
十
七
日
印
刷
と
あ
る
。
『
読
売
新
聞
』
の
「
今
日
の
新
刊
」

欄
に
『
流
る
1
ま
ゝ
に
』
の
書
名
で
見
え
る
の
が
、
大
正
十
四
年
四
月
五
日
発

行
第
1
七
二
六
二
号
第
四
面
で
あ
り
へ
そ
の
広
告
が
『
読
売
新
聞
』
第
l
面
に
、

徳
田
秋
声
『
叛
逆
』
と
並
べ
て
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
、
四

月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
読
売
新
聞
』
の
「
今
日
の
新
刊
」
欄
は
大
正

十
四
年
四
月
一
日
以
降
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
後
の
も
の
に
は
掲
載
日
前
日
の

内
務
省
警
保
局
に
お
け
る
調
査
と
銘
打
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の

四
月
五
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
今
日
の
新
刊
」
も
'
内
務
省
響
保
局
へ
の
納
本
に

よ
っ
て
掲
載
前
日
の
四
月
四
日
に
調
査
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
へ

『
流
る
る
ま
ま
に
』
発
売
は
そ
の
奥
付
記
載
よ
り
半
月
ほ
ど
遅
れ
た
よ
う
に
推

定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
十
四
年
四
月
上
旬
に
「
流
る
る
ま
ま
に
』
は
発

売
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。
「
満
身
療
病
」
で
は
宵
島
の
退
社
を
r
流
る
る
ま
ま

に
』
出
版
へ
の
憤
激
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
は
'
宵
島
の

退
社
時
期
は
'
同
書
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
新
聞
広
告
等
が
掲
載
さ
れ
た
後
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
へ
「
満
身
療
病
」
中
の
お
茶
屋
の
出
来
事
は
宵
島
退

社
以
後
、
順
子
・
夢
二
同
棲
以
前
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
条
件

を
合
わ
せ
れ
ば
、
大
正
十
四
年
四
月
中
旬
か
ら
'
五
月
上
旬
あ
る
い
は
中
旬
迄

の
お
よ
そ
一
箇
月
の
間
の
い
ず
れ
か
の
目
に
宵
島
が
退
社
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
満
身
療
病
」
が
語
る
、
井
伏
と
山
田
順
子
と
の
(
お
茶
屋
挿
話
)
も
同
じ
時

期
の
こ
と
で
'
こ
れ
に
宵
島
の
退
社
後
と
い
う
条
件
を
加
え
る
に
過
ぎ
な
い
。



い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
満
身
療
病
」
で
は
(
大
正
十
四
年
)
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
が
へ
こ
の
(
お
茶
屋
挿
話
)
で
話
題
に
上
る
『
日
本
幽
囚
実
記
』
の

刊
行
は
(
大
正
十
五
年
)
の
こ
と
な
の
だ
。
『
日
本
幽
囚
実
記
』
奥
付
に
は
大
正

十
五
年
二
月
十
八
日
印
刷
、
大
正
十
五
年
二
月
廿
五
日
発
行
と
あ
る
。

も
は
や
辞
言
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
「
満
身
療
病
」
に
お
い
て
、
井
伏

退
社
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
い
う
(
お
茶
屋
挿
話
)
は
、
作
品
外
人
事
実
)
を

参
照
す
る
限
り
、
時
期
的
に
あ
り
得
な
い
話
で
あ
り
、
井
伏
の
錯
誤
で
な
け
れ

ば
、
虚
構
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
「
満
身
療
病
」
と
い
う
作
品
は
、
自
著

の
装
丁
に
対
す
る
非
難
か
ら
始
ま
り
出
版
社
勤
め
の
失
敗
を
語
る
物
語
で
'
年

代
記
的
に
(
事
実
)
を
記
述
す
る
論
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
標
題
に
従
っ
て
言
え
ば
(
満
身
療
病
)
ぶ
り
を
描
-
こ
と
が
、
作

品
「
満
身
療
病
」
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
年
代
的
に
は
異
な
る

複
数
の
話
題
も
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
習
作
時
代
」
で
は
勤
務
期
間
を
「
十
箇
月
ば
か
り
」
と
し
た
の
が
(
第
五
巻

一
八
三
頁
)
、
「
満
身
療
病
」
で
は
「
前
後
五
箇
月
あ
ま
り
」
と
短
縮
さ
れ
て
い

る
の
も
、
そ
う
い
う
虚
構
と
の
関
連
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
者
の
証
言
や
記
録
類
に
よ
っ
て
検
証
で
き
な
い
こ
と
が
ら
に
関
し
て
は
、

井
伏
自
身
の
言
葉
に
拠
ら
な
け
れ
ば
、
(
事
実
)
を
明
瞭
に
で
き
な
い
こ
と
は

確
か
だ
。
し
か
し
'
作
中
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
素
朴
に
年
代
記
的
(
事
実
)
と

し
て
受
け
取
る
と
、
井
伏
的
虚
構
の
領
域
で
(
事
実
)
を
操
作
す
る
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。
必
要
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
、
ど
の
よ
う
な
要
請
に
基
づ

い
て
(
事
実
)
を
取
り
込
み
つ
つ
へ
い
か
な
る
構
成
原
理
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
検
証
を
終
え
て
か
ら
、
よ
う
や
-
作

品
外
人
事
実
)
を
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ

が
困
難
で
あ
れ
ば
、
(
事
実
)
の
側
か
ら
作
品
を
検
証
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。

注

(
1
)
拙
稿
「
『
文
学
界
」
(
衆
芳
閣
)
細
目
稿
」
(
『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学

雑
志
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
1
年
7
月
二
十
日
)
0

(
2
)
拙
稿
「
『
文
学
界
』
(
衆
芳
閣
)
細
目
稿
補
遺
」
(
『
兵
庫
教
育
大
学
近
代

文
学
雑
志
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
二
年
二
月
予
定
)
0

(
3
)
拙
稿
「
井
伏
鱒
二
の
衆
芳
閣
入
社
は
大
正
十
三
年
十
一
月
か
-
井
伏

東
芳
閣
勤
務
時
代
の
検
証
」
(
F
l
i
墓
相
表
現
研
究
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
l

年
三
月
十
五
日
)
0

m
s

(
4
)
志
水
松
太
郎
は
「
又
奥
の
日
付
も
、
出
版
届
け
と
は
何
等
関
係
の
な
い

も
の
で
、
出
版
届
け
に
六
月
一
日
発
行
と
な
っ
て
居
っ
て
も
、
奥
付
の
発

行
日
付
は
五
月
二
十
日
で
も
、
六
月
十
五
日
で
も
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ

る
。
其
処
は
出
版
届
の
要
件
が
具
備
し
て
居
る
事
と
'
実
際
書
物
が
書
店

へ
廻
る
日
が
'
規
定
通
り
に
な
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い

る
(
『
改
訂
増
補
第
二
版
出
版
事
業
と
そ
の
仕
事
の
仕
方
』
峯
文
荘
、

一
九
三
七
年
六
月
1
日
。
二
二
九
貢
)
O

(
5
)
引
用
は
紅
野
敏
郎
「
「
岬
の
風
景
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
井
伏
鱒
二
と

富
沢
有
為
男
」
(
『
群
像
』
第
三
十
五
巻
第
十
号
、
l
九
八
〇
年
十
月
1

日
)
に
拠
る
。
紅
野
は
「
井
伏
文
学
の
源
流
-
富
沢
有
為
男
の
「
鷲

の
巣
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
第
一
〇
三
号
へ
一
九
八
四
年

十
二
月
1
日
)
で
も
富
沢
文
に
言
及
し
て
い
る
。

(
6
)
松
本
武
夫
「
井
伏
鱒
二
の
「
緊
芳
閣
」
勤
務
時
期
」
(
『
解
釈
と
鑑
賞
』

10



第
五
十
二
巻
第
六
号
、
一
九
八
七
年
六
月
一
日
)
。
の
ち
『
井
伏
鱒
二

-
宿
縁
の
文
学
』
(
武
蔵
野
書
房
、
一
九
九
七
年
四
月
五
日
)
に
収
録
。

引
用
は
'
単
行
本
所
収
同
題
論
文
に
拠
る
。

(
7
)
先
に
引
い
た
『
文
学
界
』
大
正
十
四
年
1
月
号
「
年
賀
広
告
」
に
狩
野

の
名
前
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
四
年

三
月
第
二
巻
第
三
号
で
は
新
た
に
「
編
輯
室
か
ら
」
と
い
う
編
輯
後
記
に

該
当
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
、
末
尾
に
「
狩
野
」
の
署
名
が
見
え
る
。
こ
の

狩
野
は
同
姓
者
を
他
に
見
出
せ
な
い
以
上
、
狩
野
鐘
太
郎
と
し
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
と
す
る
と
、
『
文
学
界
』
大
正
十
四
年
一
月
号
の
編
韓
が
終

わ
っ
て
か
ら
大
正
十
四
年
三
月
号
編
輯
時
期
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
、
大
正

十
四
年
末
か
ら
翌
大
正
十
五
年
二
月
ま
で
の
間
に
狩
野
が
入
社
し
た
と
推

定
さ
れ
る
の
だ
が
、
先
の
『
趣
味
と
科
学
』
編
輯
後
記
や
、
川
添
の
入
社

時
期
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
大
正
十
四
年
二
月
と
い
う
川
添
と
同
じ
時
期

に
見
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
8
)
宵
島
は
'
『
文
学
界
』
大
正
十
四
年
二
月
号
に
は
勝
承
夫
の
本
名
で
、

岡
田
伊
三
郎
、
松
本
清
太
郎
と
と
も
に
井
伏
「
う
ち
あ
ほ
せ
」
評
を
含

む
「
四
篇
を
三
人
で
読
む
=
批
評
と
感
想
=
」
も
寄
せ
て
い
る
。

(
9
)
八
一
九
二
五
年
版
)
『
文
芸
年
鑑
』
掲
載
「
文
士
録
」
で
は
、
宵
島
は
前

年
「
文
士
録
」
の
経
歴
末
尾
に
、
「
現
に
『
趣
味
と
科
学
』
の
編
韓
に
従

ふ
」
と
の
l
文
を
書
き
加
え
て
い
る
。
(
1
九
二
五
年
版
)
『
文
芸
年
鑑
』

冒
頭
の
「
例
言
」
(
一
貢
)
は
、
「
文
士
録
」
に
触
れ
て
'
掲
載
の
現
住
所

は
「
大
正
十
四
年
二
月
末
日
現
在
調
べ
」
と
し
て
い
る
。
「
例
言
」
の
日

付
は
「
三
月
上
旬
」
で
八
一
九
二
五
年
版
)
の
奥
付
記
載
発
行
日
は
大
正

十
四
年
三
月
十
五
日
、
印
刷
日
は
三
月
八
日
だ
か
ら
、
少
な
-
と
も
「
文

士
録
」
現
住
所
だ
け
は
二
月
末
日
ま
で
調
べ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
八
一
九
二
六
年
版
)
で
は
「
衆
芳
閣
員
た
り
し
こ
と
あ
り
。
」
と
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

(
S
)
伴
俊
彦
「
井
伏
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
」
そ
の
六
(
『
井
伏
鱒
二
全
集

第
六
巻
月
報
八
』
筑
摩
書
房
'
一
九
六
五
年
四
月
。
四
頁
)
0

(
3
)
野
口
富
士
男
「
秋
声
追
跡
(
<
*
)
-
『
仮
装
人
物
』
の
副
女
主
人
公
」

(
『
風
景
』
第
六
巻
第
二
号
、
一
九
六
五
年
二
月
一
日
)
。
引
用
は
、
野
口

富
士
男
『
徳
田
秋
声
の
文
学
』
(
筑
摩
書
房
へ
一
九
七
五
年
八
月
二
十
日
。

二
六
七
貢
)
に
拠
る
。

(
1
2
)
和
田
謹
吾
「
秋
声
「
仮
装
人
物
」
の
性
格
」
(
『
明
治
大
正
文
学
研
究
』

第
二
十
一
号
へ
一
九
五
七
年
三
月
三
十
日
)
。
引
用
は
、
和
田
謹
書
『
増

補
自
然
主
義
文
学
』
(
文
泉
堂
出
版
、
1
九
八
三
年
十
一
月
十
二
日
。

三
四
〇
頁
)
に
拠
る
。

附
記

『
文
学
界
』
の
所
在
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
阪
本
幸
男
氏
、
『
文
学
界
』

閲
覧
に
際
し
て
御
配
慮
を
賜
わ
っ
た
三
重
県
立
図
書
館
青
山
泰
樹
氏
に
深
-
感

謝
す
る
。

(
ま
え
だ
さ
だ
あ
き
・
兵
庫
教
育
大
学
)

〔
校
正
追
記
〕
長
田
幹
雄
編
『
夢
二
日
記
』
2
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
九

月
三
十
日
)
7
三
四
頁
の
記
述
は
、
大
正
十
四
年
四
月
～
七
月
の
足
掛
け
四
箇

月
間
、
実
質
三
箇
日
間
の
夢
二
・
順
子
の
関
係
を
示
唆
し
、
1
四
三
貢
～
l
四
四

貢
の
そ
れ
で
は
七
月
二
四
日
に
二
人
が
別
れ
た
と
読
め
る
。

ll


